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内 容 梗 概

微粉眠燃焼ボイラ排煙ダストの成分,粒瓜炸]鮒舶-㌢および含じん;声:などほ,使用炭の品質,

燃焼状態によって肯しく相異するため,従

ルの惟粗

使用されているSC-EP形,あるいはMC-EP形フライアッシュ

回収装聞では,計画時のす憩ダストの性状と実際との相異カゝら,所定のフライアッシュを回収することがきわ

めて囲難である｡

本稿に紹介するVZ-MC--EP形フライ7ッシュ州又装跡よ,分級相性の異なるVZならびにMC じん器を

EPに並列に前擬せるもので,使用嵐 ミル摩耗,燃焼状態,および負荷変動の場合,VZおよびMCの通

埼ガス 誌を簡叩.なダンパ操作によって適当に調整し,

回収することができる梢性をもっている｡

1.緒 F::l

微粉炭ボイラの煙じんの粒度ほ,使用炭の言子l質,成分, ルの隅

造,微粉度および燃焼真作などによって非常な差異があるが,おお

むね43+〃舗上ほ30%乃至40%程度になっている｢二われわれがわ

がl~摩l内で調査した範閃でほ,これら43十/J粗粒一子を25%以下i･こおさ

えてやれば,成分,灼熱滅昂1および比 面積などフライアッシュ

の物理化学的性質ほ,弟l表に掲げたようなわがHの規格を満足L■

ているようである｡

したがって,フライアッシュ1‖棚忍潤でほ43~｡′∠筒下微粒丁をな

るべく しないで,フライアッシュ回収の じん器入口の便じん

純度で43▲ト/`が25焉以卜になるような~荒収集じん帯を前田すること

が必要である｡この荒取川にほ-一一般に大I｣径切舶流入式サイクロン

(SC),または特殊設計による大rI径導翼蘭冊式マルチサイグロニ/

(MC)を採用しているし一方フライアッシュ州又用には,微粒-f寸lIj

に適した電気集じん帯(EI))を採川しているし

これらSC-EP形,およびMC-EP形の荒取

10㌔程度であるから,魚荷

じん率の調察ほ大体

励,使用炭の品質,成分∴ルの性能,

および燃焼条件などの変化によ/つて煙じん粒度が人l帖こ変イた場合

には,計画どおりのフライアッシュ回収ができないことになる｡

本稿に述べるVZ-MC-EP形ほ,粕殊設計の火Il径分放器(_VZ)

と煙ミ~l子l防1卜川に採川している高集じん率マルチサイクロン(MC)と

を荒収用として並列にして
･･しと■メ

電 じん器(EP)に前眉し,VZおよび

MCの通過ガス量比を簡単なダンパー操r封こよって変化して,EP

前の荒収 じん率を35%から85%までJム矧井1に.調整~=∫能ならしめ

たものである｡

この荒寂 整によって,EPで1‖川又するプライア､ゾシュの品位

(43+/J)は0から25%,計た回収量は約10㌔から60%まで1'l由に調

節ができる!特長をもっているノ_.

2.従来の火力用集じん装置

2.1煙害防止用

微粉択ボイラの便じんが無価値なものとされていた､里埠ほ,牌′.ゴ子

に対する一般の認識も低調であり,また発電所としても抽呉ミダスト

の廃棄処理にばくだいな 用を要するので,集しん率としてほ大体

70プ左乃至90翳程度のマルチサイグロン(MC),またほ電気

(EP)の単独形を土として採用していた｡

*11立製作所日立研究所

**｢=.r製作所目立工場

じん器

常に任意品位のフライアッシュを合理的にしかも多量に
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第1[宝1ボイラ排煙をMCで90%集塵した場合の

粒径別~重追分イ恒押

通常このような=的の しん率ほ重量法で表されるし,

第1図ほ微粉炭ボイラの排煙をMCで90%集じんした場合の粒径

別重量分イけち･･Ⅵ-の例で,第2図ほこの便じんを粒径別

換言すると排塘の外観の変化で表したものである｡

面積分布‰

弟1,2図から明らかなようにMCでは大体10〃以.l二の比較的あ

らいものな捕集L,表面積の大きな10一′J以卜の微粒子はほとんど

逸=するため,~重量で90%揃

56

したとしても表面積,すなわち煙の

外税では50プ古拙集程度(1)にすぎない∪ したがって煙色ほあまり良

くならないことになる.=

最近の一般社会の要望する煙色からすると,最悪の場合でも

1.2g/Nm3の排煙濃度以下にすることが望ましい｡使周炭の品位が

5,500乃至6,000kcal/kg程度の場合, じん器入口の煙じん濃度は

20g/Nm3前後になるから,都市近郊でほ集じん は96%乃至98%,
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第2図 ボイラ排煙をMCで90%柴じんした

場合の粒径別表面積分布で.S
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第4岡 微粉炭ボイラ煙じんの粒径分布例

て強い遠心分離作用を及ぼす場合にほ,排煙濃度はかなり淡く,→

般に数g/Nm3以下になるがなお煙轡許容値にほほど遠い｡しかし

てこの場合の残存 じん純子ほ,極く微細であるからサイクロン形

填じん器の適用ほほとんど意味を成さず,もっぱらEP形

が採用される｡

第3図は,二例についてこの間の朝一#を説明している｡

2.2 フライアッシュ回収用

微粉炭ボイラ煙じんの粒度は,他用炭の品質,成分,
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第3図 サイタロソファーネスの排煙集しんにおける

R･式マルチサイクロンのりⅥ′と鵜の憫閥

そのほかの地域でも94%乃至95%に採ることが望ましい(

サイクロソ,マルチサイクロン,あるいはローテミューレなどの遠

心力利用の機械的 じん器ほ比較的に設備費が低れんであるが,分

離速度が捕集ダストの粒径の2乗に比例するため,鼓少粒子径より

も粒径が小さくなると急漱に

チサイクロン,およひこローテ

じん率が低~Fする(〕一■力火力用マル

ユーレなどの口径ほ,健じんの詰り事

放という面からあまり小さくすることができなし㌧ したがって故小

粒子径ほ通常10/∠程度をこなり,火力用MCの農高填じん率は90%

前後になる｡

したがって,これ以_上の

影響の比較的少ない電気

設される煙矧机上用にi･ま,

じん率を必要とする場合には,粒径の

じん器(EP)の併用が好ましく,最近

｢i司 MCを前置してできるだけ多

くの煙塵を除去し,さらに不十分なところをEPで描

のいわゆる,MC-EP形を採F11している｡

する経済形

特にサイクP二/ファーネスのように燃焼器白体が発隼煙灰に村し

十｣｣.コ

の狩-

､

二二義

イ♂ /粛<み灯)

じん器

ルの構造

および摩末毛程度と炭の微粉度,ならびに炉

内相 によって,舞4図に示すよう

に非常な差がある｡

ニれら煙じんの粒形ほ第5図の電イ斬微

鏡写真からわかるように,43守粗粒二｢は炭

質粗悪,あるいほ不完全燃焼によって生し

たシソダーが主で,粒形はほとんどが不規

も11卜ご,セメントに混川L′たときその流動化

およぴコンクリート強度を低~ドさせるの

で,セメント混和材とし.ては好ましくな

い∴ したがってフライアッシュ規格では舞

1表のようにこの43+/雄L粒子の量を-■一億

値以下におさえているし1

一方43~/∠の微精子ほか内において完全

燃焼し,いったん熔融してできたもので,表

面張力によって完全な球形をなしている｡

この43~/Jがフライアッシュ,すなわちセ

メント混和機としてセメントの節約,コソ

クリートの品質改善に役立つもので,微粉

炭ボイラ排煙中の煙じんには,これが60%

乃牟70%含まれている...

通常,使用沢の灰分は.上級択で20%前後,低■品位躾で40%程度で

あって,この灰分のうち20%乃至25%ほ炉尻,節炭儲,および空

気ニチ熱器などのホッパーに分離落下するから,佐川炭の10%乃

20%糧度がフライア､ソシュとして利用できる｡

弟l表ほアメリカおよびわが国におけるフライアッシュ規格(2)を

示し.■たものであるが,われわれが本邦内の じんを各~方面で実測し

た結果によれば,43+〃だけおさえてやればほかの物押化学的性質ほ

ほとんど規格を満足しているようである｡

したがって, 収ユシツアイーフフ 置では,回収したフライアッ

シュの中に43+/∠が規定量以~~下になるように,43+一′Jを前置

で除去すればよいわけである｡

じん器

従来,適用されたアメリカ規格でほ,粒蛭3,000cm2/g(ブレーン)

以上,431/†く12%′,また最近,わが国で決定された規格(3)でほ,比

表面積2,700ブレーン,43+/ノく25%となっているが, 際にほプレ
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第5岡 SC-EP形で集じんした煙じんの粒径別′竜丁蹟微鏡写真

d/ ノり

顆 経 (〟〕

〃β /〃

第6図 機械的および電気集じん器の粒任別集じん率特性

ーン値があまり高いものはフライアッシュとして取扱いにくいの

で,一般には2,700乃至3,500ブレーン程度が好ましいといわれてい

る｡

すなわち,今=フライアッシュ回収用珠江ん装~雀に要求されてい

る時性ほ,叩に坪じん中町微細分を拍灘するというだけでほなく,

炭質あるいはミルおよび負荷の状況いかんにかかわらず,所定の粒

度幅のものを捕焦しうるように, じん相性に適当な調整帖を具備

したものでなくてほならない理である｡

フライアッシュ回収装繹における荒取当主じん楯とLてほ,43+/′抑

粒子を高集じん率でⅢ了焦し,4,3~〃微粒子はなるべく捕渠しないのが

望ましい｡売る図は機械的嘆じん器および電気集じん器の粒径別

じん率†特性をホしたものである(1

すなわち,遠心力を利用するサイクロン(SC),およびマルチサイ

クロン(MC)においてほ,分郡速度Vdが粒径か∫,の2乗に比例す

るため,完全分離最小粒子径より粒径が小さいものについてほ急激

に集じん率は低下する｡

Ⅴ(J=互1(伽-｡〃｡)Ⅴ(ノ2上)ヱ′2∬川/尺〃

ここに,伽およびp｡は煙じんダスト,排ガスの緯度,月ほ曲率

径,〃ほガスの粘性係数,亀およびガ′7Lは係数｡

一方電気集じん器(EP)では,電視の強さを且,英を除数とすれ

ば分離 度ほ次のようになる

Vd=穐E2ヱ)p茸m//･(

すなわち粒径の影響が比較的少ないため,粒径が小さくなっても

あまり集んじ率が低下しない特性を持っている:ノLたがって,フライ

アッシュ回収装間の荒取集じん器としてほ,遠心ノJ利用のサイクロ

58

′′Zダンパ

第7rてlVZ MC-EP一形フライ■′㌧′シュ回収袋置の構造

ン1.SC),マルチサイクロン(MC),またフラ1'アッシュ描 什】として

ほ,電芸ミ舅ミじん婚(.EP)が望まLぐ4),SCおよびMCを1)T:用したEP

をそれぞれ,SC-EP形, 形PECM じん某閏と呼んでいるl

(イ､)SC-EP伊5)

SC--EP跡£荒収損じん器とLで大=律の軋髄流入式SCを採用

Lたもので,集じん率ほ大体30%乃至40%程度で,SC人∩には

偏向板(6)を設け約10%前後の じん率調盛ができるようになっ

ている｡この型式の特長ほ荒取分級性能がきわめて高い点で,フラ

イアッシュの損失(荒収集じんされる43~一〃の二量)ほ6′?左乃至

7′%である(7)｡

(p)MC-EP順

MC-EP形ほ荒取壊工ん裾として,特殊設計された人【1径の導

巽嵐【1はMCを採用L.たもので,集じんヰミは大体43%乃至50%で,

MCの内筒 および外筒に設けた盲蓋ダンパの開閉によって,ガ

ス昂二が減少Lた場合に約10% じん率を高めることができる(8)｡,

この形式でほSCに比餃すると荒王夜分根性能はやや低く,フライ

7､ソシュm失ほ15ク∂程度になる狛 人ガス最の処f朝こ適している

匠トいサイズのSCとMCでは,圧力損失をほぼ回し'にした場合,前
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第1_0同 VZ の通過ガス量と柴じん率

および圧力損失

者に比して後者ほ約3倍の処即能力がある｡すなわち,SCに比し

MCほ叩イ､ヒサイクロンが小形で,人ガス造処朗川として合理的拙削

が揮易であるため,設貴面積が小さく,豪封斉的にまとめうる利点が

ある｡L･たかって,故近設備される火力プラントのようにますます

大牢品になってくると,土寸 との設備的均衡上州l叉装細£MC---EP

形が多く採川される憤r如こな一-､ている

3.VZ-MC一印形の構造と各集じん器の特性(9)り巾

VZ-MC-EP形ほ第7図にホすように,EP に じん率 MC と

じん率VZ分級器を並列に前滞=ノて,MCおよびVZダンパー

の操作によって,任意のガス品をⅣICあるいはVZi･こ配分できる｡

3.1VZ分級器

VZ分扱器は導翼旋回式サイクロンと】司様,遠心~力を利川し主と
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第11図 MCに全ガス量の3/3,2/3,1/3を

過した場合の粒径別集じん率と捕集ダ

ストおよび逸出ダストの粒径分布

して43~←/′以上の粗粒ダストを捕 させるもので,特に じん率を

低くLてフライアッシュの捕堤量を多くするため,SC-EP彪に採川

しているSCとほぼ同日搾のものにしてある｡鋲じん率は大体35%

前後で,このVZに全ガス量を適した場合,逸J-1げスト中の43+/′ほ

25%以イになるように計画されている｡

第8図ほVZ分扱者如こ使用する導翼の寸法,および形状を決定す

るた裾こ作られた尖物火の失政装潤で,この尖験に使用したダスト

ほ,新東京PSNo.1号SC-EP形フライアッシュ(亘川丈装置のSC,

およぴEP捕 ダストを約2:3の川合に配合し,43+一町が30.%前後

の柿僅になったものを他職した｡

このVZに全ガス品の3/3,写′も,および兢を通した場合,粒径別集じん

率ならびに捕築ダストおよび逸fl-†ダストの粒径分イ出御生ほ,舞9図

に示すようになり,VZの集じん率と址力損失との闇係ほ第10図の
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第12岡 MCの通過ガス量と集じん率と圧力損一失

多孔浪板 方丈電線

第13し珂 多孔波板ポケット形集じん極

ようになる｡すなわちガス量が兢くらいに減少しても

下ほ比較的少ない｡

3.2 仙C集 じん器

MC ほ導巽旋j■り式を採川した

じん率の低

のもので,煙害防止用

MC-EP形に使用しているものと同じである.=､このMCほ最少粒子

径が10一"前後になり.一作通の微粉炭ボイラ排煙の場合,

85%程度になる｡

じん率ほ

このMCに令ガス品の3/3,2/3,および1/3を通した場合にほ43一′ノ以

上の粗粒子ほMCからほほとんど逸Jl=∴ない､〕

第11図ほこのMCにガスぴ/3,2/3,および1/3を流した場合の粒径

別集じん率ならびにMC捕

たものである｡

第12図ほ,このMCの

ト,逸刊ダストの粒径分布を示し

と圧力損失との関係を示したもの

で,大体ガスニ姑がl./3程度に減少した場′含でも集じん率の低下は20%

程度である【つ

3.3 EP案 じん器

前述のようにSCまたはMCでは,ダストの分離速度が粒径の2

に比例するが,EPでは粒径に比例する程度で,粒径による影響

が比較的少ない｡したがって,フライアッシュ回収装置における荒

取り後の微粒ダストを捕 するにi･ま,EPが最も好ましし じん拍

軌を有している｡

VZ-MC-EP形に採用するEPは,合理的に縮小されるとともに,

最近の燃焼効 の向上した微粉炭ボイラガスおよびダストに対して

も高電圧安定運髄が容易で,しかも電極脱塵槌打時にも煙色をおと

さずに,煙矧削二の効果をあげる構造をとっているし二.これらの特長

をあげてみると次のようである｡

3.3.1多孔波板ポケット形集じん極(11)

EP の じん極と放電魔の極間隔が一定で,

旺,放電電流などの荷電条件が同一であれば,

良否に大きく左右される｡

じん極構造の

来,火力用EPにはモルタル形,金網形,およぴヤ板形など

が採用されていたが,モルタル形でほ高温で使用するともろくな

る,そして電気抵抗が高くなって集じんダストの帯電荷の中和が

悪くなる｡あるいほまたつい打機構の採用が不可のため,ダスト
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一←流
速

補強リブイ寸平板

(フい打鴫)

浪板(ついj一日寺)

争乱浪娠ポケット

(つし1刀拍)

絹哉リブ付中板

(無つし､j†8寺)

＼ ＼

多孔兼根ポケット

(無つい打暗)

第14図 禰墟リブ付平板形および披形′戸一己極と多孔波板

ポケット形電極の集じん特性の比較

の異状堆積を起すなどの欠点がある｡

また金網形は高温ガス中でもひずみによる事故が起らない特長

をもつが,ガス偏流を しやすく, じん面積が少ないので平板

形よりも放電抵抗が高くやや集じんほ悪くなる｡

､ii似形は祁津ミリブを施しても1000C以上になると,Backling

を起し荷電が不安定に克る傾向があるので,故近ほ熱ひずみ吸収

に合理的な形状をもつ波形電極が採用されている｡.

波形集じん極の特長ほ,波板のリブ効果で電極そのものがじょ

うぶになっているから補強リブを必安としない｡したがって神政

リブによるガス流の絞りがなく,有効断面を大きくとることがで

きる｡また波形でほ波の凹附こ沿って捕

で,いったん捕

ダス】､を 下させるの

されたダストがガス流にのって逸出するのを防

Lヒするが,その効果ほ波形の形状について最もすぐれた条件があ

る｡さらに( じん電極面鏡/含じん量)比が大であるだけに,逆

電離など安定集じんに不都合な現象の防止効果も大きいlご

さらに進歩した集じん電極の多孔波板ポケット形は,弟13図

に示すように,2枚の波板に適当なダスト逃入孔を設け,ポケッ

ト形に組立てたもので,次のような特長をもっている｡

(a)荷電ダスト,および再飛散ダストは静電気力によって逃

入孔からポケット内に入って じんされる｡

(b)捕集ダストほガス流のないポケット内を落~Fして,
ホ､ソ

/く一に収容されるからガス流にのって逸旧することが全然ない｡

したがって流速がさらに高く採れるL〕

(C)

い打時の

しん極無つい打時の じん率ほもとよりであるが.つ

じん率が他形式のものに比しきわめて高い｡

(d)再飛散がきわめて少なく,処理ガス速度を上げうるので

EPを縮小できる｡

弟14図は,最近まで 用されてき補強リブ付平板形,およぴ

波形電極と,この最新多孔波板ポケット形電極との集じん特性

を50,000m3/b揮量の実用形EPで,微粉炭ボイラ煙じんを使っ

て比較実験した結果を示している｡舞14図から明らかなように

多孔波板ポケット形ほ,無つい打時,つい打時ともにほかの形式

のものに比してほるかにすぐれた集じん特性を示している｡
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しかし

って,

じん電極の進歩によるダストの低~再プl毎散性の実現によ

じん轟内のガス流速を高め得たが,これによ

器を縮小し,かつ高兢じん率を保持するには,なお次に

に放電櫨および荷電装躍の改善進歩による高電拝′責走荷電によっ

て高ガス流速に応じた集じん速度の向卜が成されねほならない′

3.3.2 ツウイスト放電極り2〉

遠近建設される新劫火 はで力

ストの′電気祇杭がきわめて高く.従

上ったため,煙じんダ

1010イブ--Cm程度であったも

のが故近のものでは1012乃jミ1013L)-CmでSiO2の非常に多い低

品位灰ザイラの場合と大差なくな/1ている..このため

収点された捕 ミグス トの保右▲電荷の

で,コロナ放電の減衰乃至ほ逆一

じん板に

じん幡への｢巨和が不十分

離親象を L.,スパークの太い

さ,ひん度が激しく従来の丸練形放電相でほ,振帖が凝試して十

分な荷電ができなくなる場合が多くな′1た,

とりわけフライ7γシJ川収量の多い焦げん貼帯でほ,EP入L-1

側セクションにおけるダスト濃度が~■高し､ため,--▲旭空間電荷効果

の影響を受けて,放電電流が減少し,一異榊こ高電托がかかる結果

となってスパークが激しく,アーキング状態に移行しやすく,不

安定な掛転状態になりがちである｡

ツウイスト放電極は,このような場合に振岨の払人を防ぐため

放電弧-【休を角ねじ～)として剛件をJl｢?L,また放電極のダスト付

着を防止するためi･ここれを上部ダリ､ソトに適当な機構で国定して

つい打効果を高めている.

3.3.3 集じん極の順序つい打(13-

EPの放電極ほダスト付着によって肥人し.コロナ始発電位傾

度を高める亮!f軋 放電電流を減少するので点じんl批ヒの意味で辿

綻つい打する｡

一方 じん極ほ多量のダストを郁雄するので,これによる空間

電荷現象を阿過するため,(満樋山漬/含じんもー与二)比を小にするとと

もに適時これを衝撃脱じんする必要がある｡.電極つい打時むこは多

少とも捕集ダストが離脱再飛散して,ガス流に乗せられ逸出する

ことほまぬがれない､｡これを最小l斗如こするため池常ガス,および

ダストの性汎あるいはダストの付着状態をみて,過当な周期で餌

時間ずつ随時つい打する｡従来の火力用EPでは1時間乃全

周期でつい打するのが普通であったが,最近のものでほ前述のよ

うにダストの電気抵抗(p)が高いので,逆 離および空間 荷効

果などの現象からまぬがれ,高電は安定運転を保持するためつい

打をひん繁かつ十かこ行って,電極卜の堆樟ダスト屑の厚さ(a)

を薄く,′′･a をある限肘値内に牒崩することが必要にな/つて

きたこ

このため,つい打時の煙色が1~lだち,滋近のように現境上特に

じん率が要求される場合にほ,--･屑つい打時の煙色が問題に

されるようになった

第15図ほ4零2K電極構成のEPの順けつい打方式をホL

ものである｡

/区 2区
J〃

■
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〃
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∴
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･__｣ふ~認諾~〉~二__]
第15図 4室2区EPの集じん悔順｢テニっい打ノ/J℃

J_

ノ･.】.

ユ 回 収 川 集 じ ん 装 置

各室の第1区,Al,Bl,Cl,Dlの4区をNo.1系統,第21ズA2,

B2,C2,r)2をNo.2系統とし,苓系統ともつい打周期,つい打吋

間ほタイムスイッチで適1な時間に調幣できるようにしてあり,

第15図に′Jミすように,41ズをfl=(1､2)分ずつ腑次にノ)い打し′

て一定時間f2だけ休止するような方式をとっている.-)

このつい打方式を採用した場合のつい打時の煙色は,従来の仝

区同時つい打の場合碇比し,約8分のl以~卜になるため,無つい

打時の集じん率が非常にr射､場合でも,また矩周期のつい打の場

〔ナでも, 色ほきわめて良好である､

第1[利こ比し第2区を通過するガスの合じん_昆二は,ほるかに少

ないので,≠3~一二fl,f4くf2とするのが普通である｡またNo.1系と

No.2系とが重役作動することのないよう,優先つい打式回路が川

いられる｡ノ

3.3.4 定電流自動制御方式ル1)

EPの荷電矧､′1三ほ処理ガスの性状(ガス品,成分,圧力,温比,

渥度)およびダストの恍状(ダスト是,成分,電気抵抗,枇度),

あるいほ電粍付蔚ダストの状態による影響が火である｡

すなわち,ダストの電気抵抗pが適度に低く,濃度が稀蒋なと

きにほコロナの発′Iミほ盛んで放電電流は良く流れるが,ダストの

気抵抗 に

へ
r
-

､h.-

排カ 古いか,あるいは濃度が著しく高い場合にほ放

電電流は著しく減少するじ この

化時期とその状況の-~予想は実

化幅ほ2けた以上にも及び,変

にほ困難である(

EPの荷電電圧を徐々iこ~■㍍めてゆくと,放電電流ほ次第に増し

てゆき,スパーク,およびアーキソグに近づくと急激に電流は蛸

加するこ EPを最も能率よく 転するにほ,このスパーク十前ま

たほ多少のスパークを伴う程度の高電址で運転するのが望まし

く,定電流自動制御力式でi･ま,この して,ガスお

よぴダスト状態の変化に追従して,常にス/く-ク寸l沌の最高電圧

時の放電電流に保持するようにl二1動制御する方式である｡

火力発電においてほ通常,七千炭と電油とを広範囲な比率で混映

するため,煙の濃度も火打酎こ変化する｡弟1d図においてAは淡

焼時,Bほ濃煙時の放電特性である｡いま淡煙時A点で

いた場合,煙が濃煙に変化すると,放

転して

特性ほOB′Bのようにな

る｡したがって電流はC3からClに減少するから制定電流値を

C2､C4にしておけば, じん電凪･まEAからElうまで自動的に上げ

られることiこなる｢_.この違電流方式でほ,この じん電圧の上げ,

卜げを自動的に行うことができるから,ガスおよぴダストの性状

に合致して,常時最高電圧でEPを運転できることになる｡

3.3.5 逸出ダスト捕集装置(15)

EP集じん極の木 じん桁竃ダストおよび再兼敏逸出ダストほ,

(-.)電荷を十分に持っているので,適当なバッブルをアース側

(+)に設備することによ/つて,ある程度の逸侶ダストを捕

ことが可能である｡

ラ.炎煙露(ま長一j高遠8引の娼ノ性
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ふ ょβ

集塵電庄 川/ノ

煙晒(ま丘lま低温時)

の特性

第16図 EP内における煙の濃度または温度あるいは

し1三力変化による放電特性の変化と高能率l-1動運恕

する
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第18図 VZ--MC-EP形の呑集t∴⊥

器単独の生じんヰiと†lミノブ損失
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第20囲 VZ--MC fミP形におけるフライアッシュの

回申=読とふ,位

本装置は第17図に′JミすようにEP出口側にシュートバッフル

を3段に設けたもので,電気祇杭の高いダスト層ができるとダス

ト捕 能力が下るため,EP㌔【川集じん械と同様,適当な周期で

ニれをついf~r脱じんするようi二なっている

4.VZ､仙C･印形の運転

微粉炭ボイラの煙じんほ前述のように,使用択の品質,成分,ミル

の構造,摩耗程度,微粉度および燃焼状態によって大きく左右され

るから,所定のフライアッシュを多量に一口1収しようとする場合に

ほ,これらの状態に合致した荒取 じん器の特性を必要とする

従来のSC-EP形,MC-EP形においてほ荒改築じん率ほおおむね

1〕%程度であるから,負荷,炭質,微粉炭の粒度および燃焼条件など

によって大幅に煙じんの性状が変った場合にほ,SCあるいほMC

をその状態に合致するよう改造することが必要になる｡

このVZ-MC-EP形では,集じん率35%前後の43+〃粗粒二捕i享集

掴VZ分級器と,10.･りう至15〃程度まで描 する高 CM率ん
ドし
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第2表 ′ノくノ川】生じん岩差の集じん特性･フライアッシュ
品位と回収量･ならびに設備費の比較

形
.ミ

煙
告
防
止
川

MC

･80～90r
EP 90～98;

調盤:ん率し%)

80､90

90～98

MC-EP 80､9〈):-IlO:9上1～98

SC-EI):30～40. 10

MC-EP･･40～50 +10

VZ-MC-EP･35､85 50

94､-98

94ヘノ98

94-＼98

範L川がせまい

範いほ;せまい

範【川が広い

プライアッソ/ユ

Hlは鼓 し%)

5′し18

54～68

44～55

9′～63

を荒収用としてEPに並列に前挺してある｡したがってVZダンパ

を全L~抑こLて今ガス量をMCに流せば.EP招集量は10%程度で

少なくなるが高品位(ほとんど43十.り=0)のフライアッシュが捕集

されるこ

また,MCダンパを全閉にして全ガス一迫をVZに流せば,EPで

捕 するフライアッシュの品位(43十`′･り は20%乃至25%になり回

収ii圭ほ60%程動こ増える､｡

すなわち,このVZ-MC-EP形ではVZ,あるいほMCダンパの

適当な調整によって, 捕PE

に選ぷことか叶櫨である｡

第18図はVZ,MCおよぴEPの単独の

の品位と回収岸二を自由

じん車と出力損失,全

ガス量をMCに流し煙害防止川MC-EP形として使用した場合の

総合集じん率,および圧力損失の一例を示したものである｡

舞19図ほⅤ乙 MCの通過ガス量を変化した場合のVZおよび

MCの圧力損失バランスを示したもので,大体通過ガス量鶴をVZ

に通した運転の場合.披も圧力損失が少なくなる｡

第20図にこのVZ-MC-EP形におけるVZ通過ガス量と各

ん器捕集のフライアッシュ品位(43十〃)と回収量との関係を示した

もので,VZの集しん ほ0から35%前後,九1Cほ0から85%前後

まで調整される｡ したがってEP前における荒牧

カ､ら 85鬼′まで調整され,EP捕

じん率は35%

のプライアヅシュ回収量ほ大体

1りクゥから6()%まで.また品位も大小副こ変化することが=†能である

の火力用集じん

VZ-MC･EP形の特長

置とこのVZ-MC-EP形の集じん特性,フ

ライアッシュの品位とlし-J収益,設備費などを比較してみると第2表

のようである｡

すなわち,このVZ-MC-EP形の粕長をあげてみると,次のよう

であるっ

(1)荒取焦じん を35%から85?左と大幅に儲腰できるから必



VZ-MC-EP形 プ ラ イ ア ッ

更に.応じて,煙円防止用,フライアッシュ回収用のいずれにも傾

Iljできるし)

(2)~荒取封ミじん率の人幅な調整によって,フライアッシュの品

賢と回収量を∩拍匿加減できるから,負荷あるいほ煙しんの性状

が変化しても最も含珊杓にフライ7､ソシュのl=川又ができるリ

(3)SC-EPT臥 MC-EP形と同種,荒取 じん率を最低のVZ

集じん率にした場合と,最高のMC集じん率にLた場合との総

じん率の差異ほきわめて少なく,2%乃至3.%程度であるL

(4)煙;一別甘Lヒ用MC-EP形を使川して,MCで85%前後荒取L′,

この燻じんを独立分級裾でフライアッシュ製品と廃棄粗粒分とに

分級するフライ7ッシュ｢=川又装置と比較すると,VZ-MC-EP形

のほうが設肺矧こおいて約300占安く,運転動力費において約50?云

近く節減できる｡

(5)EPは多孔彼板ポケット集じん弧 ツウイスト放電極,集

じん柏の順序つい打,定電流口動制御による

スト捕

~占~/≡l∋
｢司｢ロ. 転,逸=ダ

装蹄などの採用によって,著Lく小形化され設備費が低

れんになっている｡

(6)SC-EP形あるいほMC-EP形で荒 じん率を大幅に変

えたい場合には,SCまたはMCを改造しなければならないが,

VZ-MC-EP形でほ,連動式ダソパーの簡単な操作でそのRL]勺を

達することができる｡.

る.緯

一尺ノ｣発電所のボイラの排カ､スに含まれる煙じんの性状ほ偵川軋

微粉度および燃焼条件により大桶に変る._.このためにフライアッシ

ュ回収計両がその品質あるいは回収においてくいちがいをきたす_.

他面フライアッシュの規楕も用途の発展匿よって異なっている.二

すなわち,--･応∴規櫓としてはフライアッシュの比表面積ほ2,700ブ

レーン以上となっているが,央際にほこれが4,000ブレーン以上に

なるときわめて扱いにくいといわれるし､したがって煙じんの粒度分

匪傘幽参画
特許第233849号
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特 許 の

タ ー ビ ン 自 動

木発明ほ蒸気タービンのn椅がひん禦かつ人幅に変化する場合の

保安装絆に関するものである(=.負荷が短い咋聞の問に人きく変った

ときタービンの調整加減弁を強制恨尤満腔してその変化に追随させ

ることほボイラの蒸気発生の即応優に制限されてできないし∵ したか

ってタービンにほ負荷の変化に対して加減弁の開度の調整がある穐
閃に制限されるような制限装置を設けている｡従来この装置はその

時の負荷状態に応じて人為的に設定されるものであったがそれでほ

ひん繁な負荷変化を行うものにほ不適当である_.木発明は負荷の変

化に応ずる加減弁の開閉を制限する設定行為を｢:l動的に行いうる装

置を提供することにより従来の欠点を改善したものであるし.

本発明は加減弁を操作する任油装置の給油系統の給油路を加減弁

の動きによって 一時遮断しうる弁装置逐設けしかもこの弁装~繹ほ象
る時間経過後ふたたび自動拍車こ開かれて油路の遮断を解放しうる【上

うにしたものである｡岡ほそのための実施例であって1は蒸気加減

弁,2ほサーボモータ,3は負荷の変化を検出=ノてサーボモータ2

の操作肝油の給排を行う配忙弁,4ほサーボモータ2の動きに連動

し油路を遮断するj吐晰弁,5ほ遮断弁4をふたたび釈放するための

復元機構である｡この復ノ已機鞘には美際の復元をある時間経過後に

達収させるたy)の遅延機構6が介在せしめられている､_.これらによ

り負荷変化の際,加減弁の動きがあるF_lとに達すると遮断弁ほいった

ん閉塞し,加減升をその位帯に樟l卜する._ ある時間経過すると避妊

機儲が働いて鳳考ヨ拍㌧をふたたび釈放l__/き室1し加】減一弁の動作を可能にす

る-.
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布のいかんにかかわらず回収フライアッシュの粒度を,2,700乃至

3,500ブレーンの間に収めるということになると,どうしても荒牧

集じん器の特性を大幅に変えうるようにしておくことが必要に

なるし｣

SC-EP形ほ分級相性が良く,またMC･■･･-EP形は負荷 動に応じ

うる幅が比較的大きいが,調整幅ほ10%前後である｡さらに大幅に

変えたい場合にほ装置自体に改造を加えねばならない｡

VZ-MC-EP形でほ, じん率および集じん特性の異なったVZお

よびMCの動作特腰せガス分配ダンパーの操作で容易,かつ任意に

組合わせて使用し,荒取 じん特性を大幅に変えうるから任意の品

質のフライ7､ソシュを′合邦的に回収できる｡

放ユ庄の はPE じん樗,放電極,および荷電設備の級合的改善進

歩によって著Lく Compactかつ経漬的になったが,火力発

んじ装置ほ,排煙の性質の･予想,設備費と維持
,施設目的,地域

的環境と燃料事情などを広く勘案してその形式と規模を選ばねばな

らない⊃
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負 荷 制 限 装 置

｣｢

本発明ほ上述のように大幅な玖荷に際しても必要な制限を自動的

に遵守しながら安全に求められる負荷に応ずることができる｡

(高橋)




